




a.静学的期待 b.適応的期待 c.外挿的期待 d.合理的期待
2.期待仮説と市場均衡の安定性










































は， R.Bausor [ 9], P. Davidson [10], S. M. Fazzari [12], G. M. Gomes口4],























(5) Pt＝卸 IP1-1十W2P1-2 +wa P, a＋……＋w; P1-i十・・，





静学的期待： W1ニ l,W2ニ W3＝……＝ O
適応的期待： W1＝λ初 2=A. ( 1 -A.），……， W;=A.(l一A.）ト




































































(14) P, =-f {(1-.A.）民l叫 1｝十立子
となるが，これと（9）式で期間を一期ずらしたものから，




(16) P, = { 1-.A Cl ＋立） }' (Po -Pつ＋P本
r 
となるから均衡の安定条件は
Cl 7) I 1 -.ACl + f)Iく 1
あるいはβ，Tが正であることを考慮すれば，















味での合理的期待》 と呼ばれるべきものであるが， 実際は， この定義自体は
まったく無内容なものである。なぜならもしそうすることが有利であると思え
(6) M. Nerlove [17], p. 234のFigurelでは，適応的期待をとることによって安定
領域が広がることが図示されている。

















(20) 供給 S，＝α＋{3 p,• ＋仏 β＞0 
( 7) 需要 D，＝δ－γR r> O 




(8) G. M. Gomes, ibid.注（4）の引用文が《強い意味での合理的期待》を定義している
と考えられているわけである。
(9）志築徹朗・武藤恭彦［2 J 14-16頁。








































(25) E(P1) =P1" 
が成立していることになるO




























































E, D1+1 =f, (Z,) 
D, =C, +I, 
Ci= ( 1 -s) D,, s：一定
Ii =vX,+1, v：一定
E,D川： t期首に利用可能な情報をもちいた（t+1)期の需要についての期待





















現実の動学経路を導く前にREE(Rational Expectation Equilibrium ：合
理的期待均衡）を定義する。上のモデ、ルを整理すると，




(3) E,D川＝ ( 1 +Eg,)2 D1-1 
(34) D, = ( 1+g,) D1-1 
を用いて成長率のタームで書き表すと
(32 b) l十島＝ ~ ( 1 +Eg,)2 
となるO つまり期待成長率が与えられれば現実の成長率もこの式にしたがって
決定されることになるO もしも期待が必ず実現し，















Cl +Eg,) I Cl +gっとおくと（3）式は，
(37) 1 +g, = (s/v) e~ = Cl +Eg,) e, 
となるから，結局
(38) Eg, >gホ吟e,> 1ゆ g,>Eg, >g* 
(39) Eg，くど ゆ e，く1c令g，くEg，くf
が成立することになる。つまり期待成長率が均衡成長率を上（下）回った時に








































(4) Eg, >g本。g,>Eg, E令Egt+IくEg,
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〔追記〕
校正段階で本稿と同様にファッザリのモデ、ルを検討しているつぎの文献を読
む機会を得た。
篠崎敏雄「期待と不安定性原理」
『香川大学経済論叢』第59巻第2号， 1986年9月
この論文では，ファッザリが期待を明示的に導入し，ハロッドの「不安定性
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原理」に新しい取り扱い方をもたらした点にメリットがあることを認めながら
も，ファッザリが資本を流動資本に限定し固定資本を捨象している点が問題点
として指摘されているO
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